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看護基礎教育における「看護管理」の授業内容の検討

~看護大学のシラパス分析を通して~

鈴木美恵子 1) 滝島紀子1)

要旨

本研究は、看護管理における授業内容を検討するうえでの手がかりを得ることを目的に、看護

基礎教育における授業内容を明らかにした。その結果、看護基礎教育における看護管理の授業内

容としては、[看護とマネジメント]、 I看護ケアのマネジメント]、[看護サーピスのマネジメント]、

I看護を取り巻く諸制度]、[マネジメントに必要な知識と技術]、[医療経済と看護管理の実際]の

6つにカテゴリ一、授業項目としては、「看護管理の基礎JI組織とマネジメントJI医療安全」な

ど24項目が明らかになった。

また、平成 21年カリキュラム改正時に医療チーム、看護管理、災害看護、医療安全の内容を含む

ことが望ましいと提唱された授業内容が、看護管理の授業内容として教授されていることも明ら

かになった。このような授業内容については、今後、看護管理の授業内容としてではなく、それ

ぞれ独立した科目として教授していく方向での検討を行う必要性が示唆された。
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I はじめに
看護基礎教育において、看護管理学の体系的な教

育のあり方について議論されはじめたのは 1990年

代後半であり、また、保健師助産師看護師学校養成

所指定規則では看護管理学および看護教育学は、看

護師養成課程の教育内容に含まれていなかった1)

といわれている O

勝原が 1999年に行った看護基礎教育機関で行わ

れている看護管理教育の実態調査によると、看護管

理を科目として設定している教育機関は看護系大学

が 84.6%であった 2)と報告されており、同時期に上

泉らが行った看護管理教育カリキュラムの調査によ

ると、基礎教育における看護管理教育の内容の特徴

は、「看護提供システムJIリーダーシップJI専門

職とその機能j等であった3) と報告されている。

このような状況において、平成 21年度カリキユ

ラム改正で「統合分野」が設けられ4)、統合分野の

ー科目として、看護管理が位置づけられた。多くの

看護基礎教育機関では、看護管理の授業が行われる

1)川崎市立看護短期大学
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ようになった。しかし、現段階において看護基礎教

育では、看護管理でどのようなことを教授している

のかという授業内容は明らかにされていない。

そこで、今回は、看護基礎教育における看護管理

の授業内容を明らかにする目的で、現在行われてい

る看護管理の授業内容を調査した。その結果、看護

管理における授業内容を検討するうえでの手がかり

が得られたため、ここに報告する。

E 研究目的
看護基礎教育における看護管理の授業内容を明ら

かにし、看護管理の授業内容を検討するうえでの手

がかりを得る

田研究方法
l 研究対象:

平成25年8月14日現在日本看護系大学協議会5)

の会員となっている 217大学のうち、ホームページ

上で看護管理のシラパスが閲覧できる大学の看護管

理のシラパス 96件

2 調査期間:平成 25年4月-9月



3 分析方法:

日本看護系大学協議会の会員となっている大学に

おいて、ホームページ上で掲載されている看護管理

のシラパスを収集し、シラパスより授業項目と授業

内容を抽出した。また、看護管理のシラパス上で指

定されているテキストは 96件中 42件が医学書院の

看護管理のテキスト 6) であったため医学書院の看

護管理の目次を参考にカテゴリー化を図った。

用語の操作的定義

看護管理の科目とは、日本看護系大学協議会の会

員となっている大学において、必修科目または選択

科目として行われている看護管理論、看護管理学、

看護マネジメント学、看護システム論の科目とする。

倫理的背景

対象となる大学のホームページは、大学名が特定

できないようにした。また、得られたデータは、す

べてコード化して処理した。

町結果

l.調査対象としたシラパスの概要

調査対象としたシラパスは、日本看護系協議会の

会員となっている大学において、看護管理のシラパ

スが閲覧できるものとした。その結果、合計 96件

のシラパスが得られた。

2. 看護管理における授業内容(表1)

看護管理における授業内容のカテゴリーとして

は、[看護とマネジメント]、[看護ケアのマネジメ

ント]、[看護サービスのマネジメント]、[看護を取

り巻く諸制度ト[マネジメントに必要な知識と技

術ト[医療経済と看護管理の実際]の 6つになった。

次に、各カテゴリーに含まれる授業項目と件数を

みてみると、[看護とマネジメント]は、「看護管理

の基礎J84件、「看護管理の歴史J26件、「マネジ

メントプロセスJ24件、[看護ケアのマネジメント]

は、「日常業務のマネジメントJ34件、「チーム医療」

表1 看護管理における授業内容

カテコリー 捜華項目 捜茎の主な内容 性盈

看護管理の基礎
|看看護護管管理湿のの要定素義、、機看護能管、理の目的

看重重護空管理者の役割と責務
看護とマネジメント ネジメン卜が行われる場 84 

看護管理の歴史 看護マネジメントの変遷 26 

マネジメントプロセス マネジメントサイクル、看護管理過程
意思決定と閉題解迭革法 24 

日常業務のマネジメント 看看護護基業務準マ豆重ネ董ジ圭メン血ト
34 

看護ケアのマネジメント チーム医療 他職種との連携、協働 38 
リスクマネジメント、危機管理、女全管理

医療安全
感看護染管業理務と訴訟 66 

看護サービス 重量埜ービス管理 39 
サービスの評価 サービスの質評価、医療機能の評価 36 

看護ケア提供シスァム 看護体制、人員配置 26 

看護職とキャリア
キャリア7 イベロップメント

看護サービスのマネジメント
キャリア開発 39 

労務管理 看看護護師師の労働環境
と交代勤務 14 

施設、設備のマネジメント 物的資源管理 15 

情報のマネジメント 7ライパシーの保護、個人情報保護 31 

災害看護 災害対策 7 
看51瞳主車問性 瞳閏堕とは何か 14 

看~ 瞳主法制度 重量と;去、看護と法担重任 21 
看護;‘の職業倫理 看護倫理 12 

看護を取り巻く諸制度
看護職の教育制度 新人教育、継f理続教育、人材育成

人的資源管 49 
医療制度 診療報酬、医療保険制度 35 
看護政策 |看護行政 25 

組織とマネジメント 組織論と変、組革織、動と機はづ、集け団ととは、組織文化
マネジメントに必要な知識と技術 |変化 工ンパワーメント 80 

1)ーダーシッブとマネジメント リーダーシップ、メンバーシッブ 53 

医療経済 病院経営と看護、看護管理と経済 30 
医療経済と看護管理の実際

看護管理の実際 看看護護師管長の役割
理に聞する事例検討 29 

口

δ
『

i



38件、「医療安全J66件、[看護サーピスマネジメ

ント]は、「看護サーピスJ39件、「サーピスの評価」

36件、「看護ケア提供システムJ26件、「看護職とキャ

リアJ39件、「労務管理J14件、「施設、設備のマ

ネジメントJ15件、「情報のマネジメントJ31件、

「災害看護J7件、[看護を取り巻く諸制度の授業項

目]は、「看護職と専門性J14件、「看護職と法制度」

21件、「看護職の職業倫理J12件、「看護織の教育

制度J49件、「医療制度J35件、「看護政策J25件、

[マネジメントに必要な知識と技術]は、「組織とマ

ネジメントJ80 f牛、「リーダーシップJ53件、[医

療経済と看護管理の実際]は、「医療経済J30 件、「看

護管理の実際J29件であった。

V 考察
以下では、カテゴリーごとに看護管理での授業内

容としてそれぞれの授業項目が教授されている理由

を考えていく。

1 [看護とマネジメント]の授業項目

「看護管理の基礎」の主な内容は、看護管理の定

義や看護管理の目的、看護管理者の役割と責務など

看護管理を学ぶ上での基礎知識といえる内容であっ

た。看護基礎教育の中でこれらのことを学ぶことは、

組織の中で看護ケアを行っていくうえで最低限知っ

ておかなければならない事柄であるため、教授する

ことが多いのではないかと思われる。「看護管理の

歴史」の主な内容は、看護マネジメントの変遷であっ

た。歴史的変遷を知ることは、現在の看護管理につ

いて理解し、今後の看護管理のあり方について学生

が考えていくうえで有用であることから、看護管理

における授業内容として設けられていると考えられ

る。次に「マネジメントプロセス」の主な内容は、

マネジメントサイクル、意思決定と問題解決技法な

どであり、看護管理においては、 PDCAサイクル

をまわし、業務改善を図っていくことが必要とされ

るため教授されているものと思われる。

2 [看護ケアのマネジメント]の授業項目

「日常業務のマネジメント」の主な内容は、看護

業務マネジメント、看護基準などであった。看護業

務をマネジメントすることは、看護管理者にのみ必

要なものではなく、新人看護師にも必要である。ま

た、それぞれの医療施設においては、看護基準に基

づいて、看護ケアが提供されていることを知ること

は重要で、あるため、看護管理の中で教授されている

ものと考えられる。「チーム医療」の主な内容は、

他職種との連携、協働であった。近年、患者や利用

者を中心としたチーム医療の概念が広く行き渡って

いる。チーム医療を実現するためには、他職種との

連携、協働が必要不可欠である。そのため、看護管

理の中で教授されているものと考えられる。「医療

安全」の授業項目の主な内容は、リスクマネジメン

ト、安全管理などであった。医療安全は、看護師が

医療行為の最終実施者になることが多いことからこ

の概念を知っておくことは重要になると思われる。

このようなことから医療安全について教授されるこ

とが多いものと考えられる。しかし、平成 21年に

行われた看護基礎教育のカリキュラム改正において

は、統合分野の看護の統合にチーム医療や看護管理、

災害看護とともに医療安全も明記され、講義4単位

が配されたのため、医療安全が独立した科目とし

て設けられた場合は、看護管理では教授する必要性

の低い授業項目ではないかと考えられる。

3 [看護サービスのマネジメント1の授業項目

「看護サービス」、「サーピスの評価」の主な内容は、

看護サーピス管理、サーピスの質評価、医療機能の

評価であった。医療の質、看護の質を向上させてい

くことは、医療職の使命ともいえる。近年、医療機

能評価機構による病院機能評価を受ける医療機関が

増加しており 8)、医療、看護の評価をうけなければ

ならない状況にあることからすると、看護の質が問

われる時代になったといえる。このことからも、医

療や看護の質を管理することやサービスの質を評価

について教授しておくことは重要で、あり、看護管理

の中で教授されているものと推察できる。「看護職

とキャリア」の主な内容は、キャリアデイベロップ

メント、キャリア開発であった。「キャリアデイベ

ロップメントは組織が個人を組織内でどう生かすか

を考える視点(開発)と、個人が自分の課題として

どのように成長していくかを考える視点(発達)と

をもっJ9) といわれているが、看護基礎教育にお

いては、就職後に看護師としての自己成長が必要と

なるため、後者の視点から教授されているものと推

測できる。「情報のマネジメント」の主な内容であ

るが、プライパシーの保護、個人情報の保護があっ

た。診療記録をはじめとする患者の個人情報の漏え

いは、社会問題となっているため、医療機関におけ

る情報を管理するとはどういうことかを教授するこ

とが極めて重要であることから、看護管理の中で教
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授されているものと考えられる。情報のマネジメン

トにおいては、看護情報学という科目として独立さ

せ、教授している看護基礎教育機関もあるものと思

われ、看護管理の中での情報のマネジメントと連携

しながら教授することが望ましいと考える。「災害

看護」の主な内容は、災害対策であるが看護管理の

中で教授されている件数は少ない。このことは、前

述した統合分野の看護の統合で災害看護として独立

した科目として教授されているためではないかと思

われる。

4 [看護を取り巻く諸制度]の授業項目

「看護の専門性」の主な内容は、専門職とは何か

であった。看護は専門職といわれ、看護職は専門職

性を追求しなければならない。専門職とは何かを知

り、専門職としての責任を果たしていく必要がある

ことから、看護の専門性について看護管理の中で教

授されているものと推測される。「看護職と法制度」

の主な内容は、看護と法、看護と法的責任であった。

制度を理解することは、どのようなしくみや決まり

のもとで看護サービスが提供されているかわからな

ければ時代の要請にあった看護を行うことができな

い。そのため、法制度について看護管理で教授され

ているものと思われる。「看護職の教育制度Jの主

な内容は、新人教育、継続教育、人的資源管理など

であった。看護師となるための多様な教育課程をわ

かっておくことは就職した施設で基礎看護教育課程

における実習生を受け入れるさいに重要である。ま

た、看護師としての将来像を描くきっかけとなるこ

とから、教育制度について看護管理の中で教授され

ているものと考える。

5 [マネジメントに必要な知識と技術]の授業項目

「組織とマネジメント」の主な内容は、組織論、

組織とは、集団とはなど組織に関する基礎的な内容

であった。組織の中で意思決定するさいは、組織と

は何か、組織の構造、集団とは何かなどを理解する

ことが必要である。そのため、組織について看護管

理の中で教授されていると思われる。「リーダーシッ

プとマネジメント」の主な内容は、リーダーシップ、

メンバーシップであった。平成 21年カリキュラム

の改正案において、「看護の統合」の留意点として、

看護師としてのメンバーシップ、リーダーシップを

理解する内容とすることがあげられた 10)。これを受

け、看護管理の中で教授されているものと思われる。

また、リーダーシップやメンバーシップとは何かを
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理解することは、看護者としての役割を効果的に遂

行することにつながる。さらに、「看護ケアのマネ

ジメント」の授業項目である「チーム医療」で述べ

たように他職種との連携、協働をする場が多くなっ

てきていることから、看護師の間だけでなく、他職

種との間でもリーダーシップ、メンバーシップを発

揮することが望まれることから、多くの看護基礎教

育機関の看護管理の中で教授されているのではない

かと考える。

6 [医療経済と看護管理の実際]の授業項目

「医療経済jの主な内容は、病院経営と看護、看

護管理と経済であった。基礎看護教育において病院

経営の基盤となる財政を理解することで就職後にコ

スト意識をもっきっかけとなることから、医療にお

ける経営について看護管理の中で教授されているも

のと思われる。「看護管理の実際」の主な内容は、

看護師長の役割や看護管理に関する事例検討であっ

た。臨床現場において、どのように看護管理がされ

ているのかを看護師長や看護部長などから直接、話

を聞くことで、看護管理についてイメージしやすく

なることから、看護管理の実際が授業内容となって

いるものと考える。

7 看護管理の授業内容への示唆

今回の研究結果から、看護基礎教育における看護

管理の授業内容が明らかになり、今後、看護管理の

授業内容を考えるうえでの手がかりが得られた。ま

た、平成 21年カリキュラム改正時に統合科目が新

たに設けられ、医療チーム、看護管理、災害看護、

医療安全の内容を含むことが望ましいと提唱された

授業内容が、看護管理の授業内容として教授されて

いることも明らかになった。このような授業内容に

ついては、今後、看護管理の授業内容としてではな

く、医療チーム、看護管理、災害看護、医療安全と

いう独立した科目として教授していく方向での検討

を行う必要性が示唆された。

VI 結論
看護基礎教育における看護管理の授業内容とし

て、以下のことが明らかになった。

1 看護基礎教育における看護管理の授業内容の

カテゴリーとしては、[看護とマネジメント][看

護ケアのマネジメント] [看護サービスのマネ

ジメント] [看護を取り巻く諸制度] [マネジメ

ントに必要な知識と技術] [医療経済と看護管



理の実際】の 6つがあること。

2 授業項目としては、「看護管理の基礎JI組織

とマネジメントJI医療安全」など24項目があ

ること。

育機関の調査は行っていない。そのため、本研究の

結果はすべての基礎看護教育機関における看護管理

の授業内容を示すものではない。また、シラパス調

査のみでは、詳細な授業内容まで明らかにすること

は限界があり、今後は本研究をもとに看護管理の講

義を担当している教員を対象にした調査研究をして

いく必要がある。

研究の限界と今後の課題

本研究は、看護系大学における看護管理のシラパ

スを対象としており、看護系大学以外の基礎看護教
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